特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年7月19日417号
●近畿地方整備局業務研究発表会　　12日里山の会から田中元洋さん　防賀川でのワークショップを発表

昨年度実施した防賀川での新しい歴史遺産作りとした取り組みを、紹介しました。発表を聞いた多くの人が大変分かりやすかった、よく理解できたというものでした。そしてきっと入賞するだろうと感想を聞かせてくれました。期待して発表を聞きましたが、選に漏れました。大変残念ですし、がんばって発表してくれた田中元洋さんには申し訳なくおもいます。民間の部外者的な団体が業務研究発表会に発表させていただいたことに感謝です。今後も多くの場で発表をしていこうと思っています。リクエストください。お待ちしています。
●同志社大学生　きゅうクラブの5人　竹林の荒廃現地案内

近頃同志社大学生の皆さんと出会う機会が目だって増えてきているように見えます。きゅうクラブの皆さんが、山城地域で問題になっている竹林調査として放棄されている実態を見聞したいのでと、現地案内の要請があり、尾根筋ハイキングコースの高船地域の竹林（私たちが5年前放棄された竹林を整備したところ）を案内しました。5年前整理し集めた竹はすっかり朽ち果てていました。5年経てば何とか整理できるということを学んでもらいました。
●久しぶりの木津川部会で　活動報告を外部に向かって丁寧にしていくことを確認。川に係わる「川調べ」や「川の学校」など河川レンジャーの活動を積極的に展開していること、これらが事務局になかなか届かなくて身内にむかっていたことが分かり、改善することにしました。木津川部会のメンバーはほとんどが子育て中の若手の方々で、学校の世話役、育児、家事、仕事など重複する役割をこなしながら時間を作ってがんばっておられます。今、里山の会の主力の現役引退組との条件の違いを相互に理解し、補い合い、活動推進のためにメールを活用した情報交換を充実させていくことを申し合わせました。

●木津川市役所ロビー展は23日から27日まで　　里山の会の出展内容は、環境大臣表彰の披露、里山の歩み年表、里山の活動表、そして　できればカスミサンショウウオ発見以後の経過などの展示と、木津川を中心にした希少植物の写真展示を計画しています。表彰を受けて初めての展示ですので、それにふさわしいものをと検討しています。展示期間は23日から5日間の展示です。ぜひお越しください。
●里山農園　府営団地連合自治会の協力を得る　30分で53袋が品切れになる大人気！
この日収穫していただいた播川さん伊藤さん森島さんがかなり多くの収穫量だからとても売りきれないと思うので、と相談がありました。雨もやんでかなり高い気温になるとのこと、何とか大きな消費地をと考えて府営団地の自治会に試行として、販売協力をお願いしました。すごい売れ行きでたちまち品切れになってしまいました。今後明るい展望がみえるこころみでした。この日の売れ行きを見てさらに具体的な対策を考えなければならないと思います。何よりも生産の継続性、至急品切れ防止対策（品数と数量）をこうじることでしょうね。
●事務局会議で京都府環境フエスタと大阪自然史フエスタへの参加申し込みを決定

秋から初冬に実施される展示発表会のうち京都府環境フエスタと2年ごとに行われる大阪自然史フエスタへの出展は、里山の会の恒例二大展示発表でした。事務局会議ではしっかり準備を進めることを決めました。特に表彰を受けた今年こそと思っています。
●29日開催の「木津川で遊ぼう　魚とり」　参加申し込み早くも届く　スタッフ募集　朝日新聞・京都新聞に募集記事掲載
新しい企画を検討しています　魚の生態を学ぼう・こんな疑問について学びましょう（幼児向きにめだかの特徴はどこ、低学年生向きに魚はどのように呼吸をしているのでしょうか、高学年生にはブラックバスの解体解説住んでいるところで違う魚の姿などを考えましょう。参加は親子で申し込んでください。先着順で受け付けて、50組としています。FAXまたは往復はがきで申し込んでください。これまでの木津川は、ワンドや楽しい取り組みのできる子供向けの安全な場所が多くあったのですが、ここ数年間の増水のたびにどんどん変形させられて、このままだと近い間に魚とりや水に親しめる場所はすっかり消滅するように思います。ぜひこのチャンスを生かしてください。

●8月25日開催の「地域で考えよう防災」　参加申し込み14通到着

毎年人気の防災の取り組みは、今年は精華町の川西小学校で開催します。参加申し込みが早くも14通30人弱が届いています。夏休みの最終の日曜日です。東北地震や原発被害、奈良県の豪雨被害、そして今年の梅雨の九州被害と水被害が続発しているのでかなり関心が高まっているのではないでしょうか。多くの皆さんのご参加をお待ちしています。
●22日　いい川ワークショップ　参加者募集
祇園祭のころは梅雨の末期的なころなのでかなり蒸し暑いのですが、今年は空が晴れ上がり真夏を思わせる朝です。夕方ごろには晴れ上がった青空に入道雲がにょっきり浮かび、梅雨の終息を告げているようです。しかし予想もしなかった京都市北部や亀岡市での洪水被害の発生には驚きましたね。さてワークショップも近づいてきました。講師の福富さんのお話に大きな期待の声が聞かれます。山城大水害のころの景色や当時の山城のお話を聞かせていただける機会はすっかり少なくなっていますので、大変貴重なチャンスだといえます。30年代ころから移り住まわれた皆さんに、以前の山城を知る絶好の機会でしょう。多くのみなさんのお越しをお待ちしています。




























週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

